
※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

　現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
が
設
け
ら
れ
、
高
校
現
場
に
は
探
究
学
習
の
実

践
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
自
校
の
取
り
組
み
に
対
し

て
課
題
や
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
学
校
も
少

な
く
な
い
。
課
題
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
生

徒
や
教
師
が
探
究
学
習
に
対
し
て
「
や
ら
さ
れ
感
」
を

抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
（
図
）。
実
際
、
次
の
よ

う
な
声
を
現
場
か
ら
聞
く
こ
と
は
多
い
。

　「生
徒
に
『
本
校
の
探
究
学
習
で
は
地
域
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
』
と
説
明
す
る
と
、
生
徒
は
小
・
中
学
校

で
も
地
域
に
関
す
る
調
べ
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
た

め
、『
ま
た
か
…
…
』
と
い
っ
た
表
情
に
な
る
」

 

「
探
究
学
習
に
取
り
組
む
意
義
を
理
解
し
て
い
な
い
た

め
、
教
科
学
習
に
比
べ
て
明
ら
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
低
い
生
徒
が
い
る
」

  「
教
師
の
中
に
も
、
何
の
た
め
に
探
究
学
習
に
取
り
組

ま
せ
て
い
る
の
か
が
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
腑
に
落
ち
て

い
な
い
様
子
の
者
も
少
な
く
な
い
」

「
や
り
が
い
よ
り
も
、
指
導
の
負
担
感
や
指
導
法
の
迷

い
の
方
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
同
僚
が
い
る
」

　生
徒
の
探
究
学
習
に
伴
走
す
る
教
師
へ
の
支
援
や
、

探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
携
わ
る
カ
タ
リ
バ
の
横
山
和ま

さ

毅き

氏
は
、
生
徒
が
探
究

学
習
を
自
分
事
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
、
自
分
と
の
「
距
離
」
が
近
い
課
題
を
設
定
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
す
る
。

　「探
究
学
習
で
設
定
す
る
課
題
は
、
社
会
で
注
目
さ

れ
て
い
る
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
自
身
が
『
私
に
と
っ
て
重
要
だ
』

と
思
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
た
だ
、
課
題
の
設

定
の
段
階
に
な
っ
て
、『
こ
れ
が
本
当
に
自
分
が
探
究

し
た
い
課
題
な
の
だ
ろ
う
か
』
と
迷
っ
た
り
、『
些
細

な
こ
と
に
自
分
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
』
と
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
、
課
題
を
設
定
で

き
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。教
師
が
生
徒
の
思
い
を
聞
き
、

『
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ
と
、
モ
ヤ
モ

ヤ
す
る
こ
と
や
怒
り
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
課
題

と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
よ
』

と
、
生
徒
の
背
中
を
押
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　生
徒
が
探
究
学
習
を
自
分
事
化
す
る
た
め
に
は
、
探

究
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ
た
後
の
振
り
返
り
も
重
要
だ
。

教師・生徒ともに「やらされ感」がある
校内の組織体制づくりや特定の教師の指導負荷

体系的な３か年計画の立案
活動の検証・改善方法

取り組みの形骸化
外部団体との連携

探究の手法・汎用的なスキルの習得
教師の教科指導の改善への効果
生徒のキャリア・進路観の醸成

生徒の資質・能力の向上
授業時間の確保

生徒の学習意欲・教科学力の向上
大学入試・就職試験への成果利用
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※2024年ベネッセコーポレーション「管理職先生・探究ご担当先生と考える『探究を軌道に乗せるには』」セミナー
申し込み時アンケートより。315人が回答。複数回答。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

探
究
学
習
の「
や
ら
さ
れ
感
」は

な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
。

ど
う
す
れ
ば
自
分
事
化
す
る
の
か

Introduction

「総合的な探究の時間」で課題に感じていること図

認
定
特
定

⾮
営
利
活
動
法
⼈

カ
タ
リ
バ

横
⼭
和
毅 

よ
こ
や
ま
・
ま
さ
き

福
島
県
⽴
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校
に
て
学
校
⽀

援
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
。
２
０
１
１
年

カ
タ
リ
バ
⼊
職
。
対
話
型
キ
ャ
リ
ア
学
習
授
業
「
カ
タ
リ

場
」
の
事
業
リ
ー
ダ
ー
や
東
北
拠
点
で
実
践
型
探
究
学
習

「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
伴
⾛
な
ど
に
従
事
。

探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
の
１
つ
が
、

生
徒
、教
師
の「
や
ら
さ
れ
感
」
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　「
探
究
学
習
の
振
り
返
り
で
は
、『
課
題
の
設
定
→
情

報
の
収
集
→
整
理
・
分
析
→ 

ま
と
め
・
表
現
』
と
い

う
探
究
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
の
成
果
や
課
題
に
焦
点
が
あ

て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

探
究
し
て
き
た
課
題
と
自
分
と
の
距
離
感
が
、
探
究
の

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
次
の
探
究
の
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
課
題
の
設
定
に

お
け
る
視
点
が
育
ま
れ
ま
す
。
高
校
３
年
間
で
探
究
の

サ
イ
ク
ル
を
何
度
も
回
す
こ
と
で
、生
徒
は『
私
に
と
っ

て
重
要
だ
』
と
思
え
る
、
課
題
の
見
つ
け
方
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
課
題
設
定
力
も
高
ま
り
ま
す
」

　
教
科
学
習
と
は
異
な
り
、
教
科
書
や
「
こ
う
す
れ
ば

必
ず
う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
探

究
学
習
の
指
導
・
支
援
を
、
教
師
が
自
分
事
化
し
に
く

い
の
は
当
然
だ
と
、
横
山
氏
は
語
る
。

　「
カ
タ
リ
バ
で
は
、
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
研
修
『
探
究
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ラ
ボ
』（
写
真
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
半
年
間
に
わ
た
る
対
面
・
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
通
じ
て
参
加
者
は
、
自
校
の
探
究
学
習
の

あ
り
方
を
考
え
た
り
、
生
徒
の
探
究
学
習
に
伴
走
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
す
」

　
１
校
あ
た
り
の
参
加
者
数
を
３
人
程
度
（
管
理
職
を

含
む
）
と
し
て
い
る
の
は
、
研
修
で
の
学
び
を
学
校
に

持
ち
帰
り
、
校
内
に
波
及
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
。

　「『
探
究
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ラ
ボ
』
で
は
、
自
校
の
生

徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
し
た
い
か
を
ま

ず
は
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
探
究

学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
見
直
す
か
、
学
校
の
実

態
に
合
わ
せ
て
自
由
に
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
探
究

学
習
に
お
い
て
、
自
校
は
何
を
目
指
す
の
か
を
考
え
ま

す
。
校
内
で
探
究
学
習
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
も
、
探

究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
議
論
か
ら
で
は
な
く
、
学

校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
確
認
か
ら
行

う
と
よ
い
で
し
ょ
う
」

　
ま
た
、
探
究
学
習
を
通
し
て
成
長
し
た
生
徒
を
職
員

会
議
な
ど
で
紹
介
す
る
よ
う
に
す
る
と
、「
そ
ん
な
生

徒
を
自
分
も
育
て
た
い
」
と
、
教
師
に
お
け
る
探
究
学

習
の
自
分
事
化
が
進
む
と
、
横
山
氏
は
説
明
し
た
。

写真　24年度は13校、40人の教師が参加した。

◉「探究スタートアップラボ」のこれまでの研修レポート
https://myprojects.jp/article/report/startuplab_2024_report_01/
https://myprojects.jp/article/report/startuplab_2024_report_02/

どうすれば探究学習が自分事化するのか

生徒 教師

探究学習の課題は、好きなことから、あるいは
モヤモヤすることから考えてもよい。重要なのは、
設定した課題が生徒にとって「私の課題」と思える
ような、自分との距離が近いものであることだ。

「総合的な探究の時間」の設計を考える前提として、
育成を目指す生徒像の確認と、

その実現のためのカリキュラムの見直しを行う。
その上で、自由度の高い探究学習で

どのような教育活動を行うとよいかを考える。

好きなこと、
興味があること

自校の生徒にどのような資質・能力を
育成したいかを考える

その実現のために、カリキュラムを
どう見直すかを考える

さらに、自由度の高い「総合的な探究の時間」
をどのように設計するかを考える

モヤモヤすること、
怒りを感じること

私の 私の

※横山氏への取材を基に編集部で作成。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

探
究
学
習
の
あ
り
方
を
、

育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
か
ら
考
え
る
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※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

　
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
４
期
目
を
迎
え
た
和
歌
山
県
立
向
陽
高
校

で
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
課
題
探
究
活
動
「
Ｋ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
探
究
学

習
へ
の
理
解
を
支
え
る
土
台
が
、
他
校
の
事
例
を
基

に
し
て
２
０
２
２
年
に
作
成
し
た
「HIM

AW
ARI

～

KO
YO
-3S

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
～
」（
図
）
だ
。

同
校
で
は
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と

し
て
、「
気
づ
く
力
（
Ｋ
）」「
起
こ
す
力
（
Ｏ
）」「
読

む
力
（
Ｙ
）」「
教
え
合
う
力
（
Ｏ
）」
の
４
つ
を
設
定
し
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。
そ
れ
を
基
に
、
課
題
探
究
活

動
と
教
科
・
科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
探
究
学
習
と
教

科
学
習
で
一
貫
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
」

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
部
長
・
谷た

に

地じ

祐
介
先
生
）

　
23
年
に
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
学
校
全

体
の
教
育
活
動
の
中
で
の
探
究
学
習
の
位
置
づ
け
を
明

確
化
。
4
つ
の
資
質
・
能
力
は
探
究
学
習
と
教
科
学
習

を
連
携
さ
せ
な
が
ら
育
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
共

通
理
解
が
教
師
間
で
さ
ら
に
進
ん
だ
。

　「
各
教
科
の
授
業
で
も
、
生
徒
が
自
ら
問
い
を
立
て

た
り
、
課
題
を
発
見
し
た
り
、
協
働
し
て
問
題
解
決
に

取
り
組
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
が
進
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
教
科
等
横
断
型
授
業
の
実
践
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
各
教
科
の

授
業
で
育
ん
だ
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に
発
揮
す
る
場

◉ 
探
究
学
習
と
教
科
学
習
の
関
係
を
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
明
示

◉ 
生
徒
の
探
究
学
習
を
追
体
験
す
る
よ
う
な
対
話
型
の
校
内
研
修
を
実
施

教師の
転換点

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！

探
究
学
習
が
生
徒
の
資
質・
能
力
を
育
む

重
要
な
教
育
活
動
で
あ
る
こ
と
を

教
師
間
で
共
通
理
解

和
歌
山
県
立
向
陽
高
校

Turning Point

ルーブリックと
グランドデザインの

策定

和
歌
山
県
立
向
陽
高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
部
長

谷
地
祐
介 

た
に
じ
・
ゆ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
理
科（
化
学
）。

和
歌
山
県
立
向
陽
高
校

進
路
指
導
部
長

山
中
資
基 

や
ま
な
か
・
も
と
き

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
理
科（
物
理
）。

設
立
　
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
　

形
態
　
普
通
科
、
環
境
科
学
科
／
共
学

生
徒
数
（
高
校
）　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、

東
北
大
、
筑
波
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、

九
州
大
、大
阪
公
立
大
な
ど
に
１
７
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大

な
ど
に
延
べ
６
１
３
人
が
合
格
。

学校概要

探
究
学
習
と
教
科
の
授
業
で

総
合
的
に
資
質・
能
力
を
育
む
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と
し
て
、
探
究
学
習
の
重
要
性
が
教
師
間
で
共
通
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
進
路

指
導
部
長
・
山
中
資も

と

基き

先
生
）

　　
教
師
が
探
究
学
習
を
自
分
事
化
す
る
上
で
、
授
業
の

互
見
や
校
内
研
修
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

谷
地
先
生
は
語
る
。

　「
23
年
度
か
ら
県
内
外
に
向
け
て
、
教
科
等
横
断
型

授
業
や
探
究
型
授
業
の
公
開
授
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、24
年
度
は
『
生
徒
が
主
役
の
授
業
の
実
現
』

『
業
務
の
精
選
・
深
化
』
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
全
教

師
対
象
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
研
修
は
教
師
同
士

の
対
話
を
重
視
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
に
し
ま
し
た

が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
探
究

学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
学
び
を
教
師
が
追
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
」

　
山
中
先
生
は
、
校
内
研
修
は
教
師
の
資
質
・
能
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　「
研
修
で
自
分
の
悩
み
を
話
し
た
り
、
同
僚
の
思
い

を
聞
い
た
り
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
他
者
の
言
葉
を
粘

り
強
く
待
ち
、
自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
を
受
け
止
め

ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
は
、
生
徒
の
探
究
学
習
に
伴
走

す
る
際
に
、『
生
徒
の
思
い
を
も
っ
と
聞
い
て
み
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
い
っ
た
気
づ
き
に

つ
な
が
り
ま
す
」（
山
中
先
生
）

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
を
行
っ
た
後
は
、
職
員

室
内
で
の
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
明
ら
か

に
活
発
化
す
る
と
谷
地
先
生
は
語
る
。

　「
以
前
は
本
校
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
探
究
学
習

は
一
部
の
教
師
が
担
当
す
る
も
の
だ
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
教
科
や
分
掌
を
超
え
た

教
育
活
動
で
あ
る
と
全
教
師
が
認
識
し
て
い
ま
す
し
、

探
究
学
習
に
関
す
る
業
務
が
突
発
的
に
発
生
し
て
も
、

『
探
究
学
習
は
学
校
全
体
で
進
め
る
も
の
だ
か
ら
』
と
、

同
僚
た
ち
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
く
れ
ま
す
」

　
同
校
の
生
徒
は
、「
先
生
た
ち
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

意
識
し
て
授
業
を
進
め
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
教
科
学

習
と
探
究
学
習
の
２
つ
の
面
で
、
自
分
の
成
長
や
課
題

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」「
ど
の
先
生
も
自
分

た
ち
の
探
究
学
習
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
て
、
教

科
の
授
業
で
し
か
接
点
の
な
い
先
生
が
、授
業
後
に『
探

究
学
習
の
参
考
に
な
る
か
も
』
と
、
大
学
教
授
の
論
文

を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
と
、
探
究
学

習
に
対
す
る
教
師
の
当
事
者
意
識
の
高
さ
を
語
る
。

　
探
究
学
習
を
教
師
が
自
分
事
化
し
に
く
い
理
由
と
し

て
谷
地
先
生
は
、「
探
究
学
習
が
生
徒
主
体
の
学
び
で

あ
る
こ
と
」「
探
究
学
習
の
成
果
を
数
値
な
ど
で
見
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
」
を
挙
げ
る
。

　「
だ
か
ら
こ
そ
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
に
伴
走

す
る
た
め
に
は
、
生
徒
の
中
で
資
質
・
能
力
が
ど
の
よ

う
に
育
ま
れ
て
い
る
の
か
を
見
取
る
力
が
、
私
た
ち
教

師
に
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
数
値
化
し
に
く
い
生
徒
の

変
化
を
見
逃
さ
ず
、『
○
○
力
が
伸
び
た
な
』
な
ど
と

気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
師
も
探
究
学
習
を
自
分

事
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」（
谷
地
先
生
）

同校では、生徒への育成
を目指す資質・能力とし
て、「気づく力（K）」「起こ
す力（O）」「読む力（Y）」
「教え合う力（O）」を設定
し、マスタールーブリック
を策定した。４つの資質・
能力は、すべての教育活
動を通じて育成を目指す
ものであるため、マスター
ルーブリックを基に、課
題探究活動と各教科・科
目の授業のルーブリック
を作成し、運用している。

※学校資料をそのまま掲載。

HIMAWARI
～KOYO-3S
マスタールーブ
リック～

図

同
僚
と
の
対
話
が

探
究
学
習
の
見
取
り
を
豊
か
に
す
る
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